51　人事考課に関する規定
人事考課規程

第１条（目　的）

１．この規程は従業員の職業能力・業務目標の達成度などを考課し、昇給・昇格・人事異動などに適正に反映するための人事考課について定めたものである。

第２条（適用範囲）

１．この規程は就業規則第○条に定める正規従業員に適用する。ただし勤続年数が６カ月未満の正規従業員には適用しない。

第３条（考課期間）

１．人事考課は年２回、以下の時期を対象として行う。

10月：対象期間４月～９月

４月：対象期間10月～３月

第４条（考課者）＊１回の場合

１．人事考課を行うものは、被考課者の直属の所属長とする。考課者となるものは事前の考課者研修を受講したものとする。

第４条（考課者）＊２回の場合

１．人事考課を行うものは、第一次考課者を被考課者の直属の所属長とする。第二次考課者は、被考課者が所属する部署の部長職の者とする。考課者となるものは事前の考課者研修を受講したものとする。

第５条（考課項目及び考課の仕方）

１．考課項目は以下のとおりとする。

(1)　個人業務成績

(2)　職務遂行のための基本能力

(3)　技能・技術能力の基本事項

(4)　技能・技術能力の専門事項

２．考課は会社が定めた人事考課表を用いて○段階にて評価する。

第６条（考課者の注意点）

１．第４条に挙げた考課者は以下の点に留意し、人事考課を行わなければならない。

(1)　人事考課の主旨をよく理解し、評価すること

(2)　自らの確認により公平に評価すること

(3)　被考課者への個人的感情は排除して評価すること

(4)　考課期間以外の実績・行動は評価に含まないこと

(5)　被考課者の成長につながる評価とすること

第７条（考課結果の精査・決定）

１．考課者によって評価された考課表については人事部にて精査し、著しく不当な評価等が見受けられた場合、調整を行うことがある。

２．人事部にて考課結果を精査したのち、人事考課を決定する。

第８条（考課結果の開示）

１．人事考課結果の被考課者への通知は行わない。

２．被考課者が特に開示を求めた場合、会社は必要に応じ開示をする場合がある。

附　則

この規程は平成○年○月○日より施行する。
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